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厳しい競争環境への対応と課題解決型・
地域密着型サービスの担い手としての期待
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多様性推進の観点から求められる働き方の改善

͞Βʹۜߦͷྗ׆ΛߴΊ͍ͯͨ͘Ίʹɺঁੑ׆༂ਪਐઐੑͷ͍ߴਓࡐͷத్࠾༻ͳͲͷଟ༷ͳ

ਓࡐͷੵ׆ۃ༻େͳࢹͰ͢ɻํۜߦֶੜͷब৬ઌͱͯ͠༗ྗͳީิͰ͢ɻͦΕͰɺࠃͷ

࿑ಇྗਓޱݮগΛଓ͚͓ͯΓɺ৽ֶنଔऀͷ࠾༻ʹΑΔ࿑ಇྗͷ֬อ͕͘͠ͳΔ͜ͱ༧͞Ε·

͢ɻҰํͰɺઌ΄Ͳड़ͨΑ͏ʹɺํۜߦ֤ߦɺ৽ͨͳۚ༥αʔϏεͷ୲͍खͱͯ͠ɺΑΓ෯

ͷ֬อɾҭΛඞཁͱ͍ͯ͠·͢ɻࡐɺΑΓ༏लͳਓࡐਓͭ࣋Λݧܦ͍

͜ͷΑ͏ͳதͰɺ֤ٻ͕ߦΊΔਓࡐΛ֬อ͢Δʹɺঁੑͷ׆༂ࢧԉੵۃతʹਐΊΔඞཁ͕͋Γ·

͢ɻ·ͨɺۙͷ࿑ಇࢢͷมԽΛഎܠʹɺ͍ߴઐੑΛ༗͢ΔߴਓࡐΛத్࠾༻ʹΑΓ֬อ͢Δ͜

ͱॏཁͳબࢶͱͳ͖͍ͬͯͯ·͢ɻͦͷΑ͏ʹͯ͠ଟ༷ͳਓࡐΛड͚ೖΕɺ͋ྗ׆Δ৬Λங͍ͯ

͍ͨ͘Ίʹɺଟ༷ͳՁ؍ಇ͖ํΛडೖΕΔૉ͕ඞཁͱ͑ݴ·͢ɻ͜ͷ͔Βɺํۜߦʹ͓

͚Δಇ͖ํɾٳΈํͷվળͬͨͳ͠ͷঢ়گͱ͍͑ΔͰ͠ΐ͏ɻ

·ͨɺब৬ණՏੈظ͕தݎͱͳΓ࢝Ί͍ͯΔࡏݱʹ͓͍ͯɺ࠾༻ͷগͳ͔ͬͨͷߴෛՙঢ়

ͷऀ༺࠾༂ͷͷҰͷ֦େத్׆ඞཁͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜͏͔ͨ͠Βɺঁੑͷ͕ࡦͷ؇ରگ

ͱͳΓ͑·͢ɻࡦͷඋ༗ޮͳରԠڥ༂Ͱ͖Δ׆͕ࡐʹΑΓɺଟ༷ͳਓ༺׆

͜ͷΑ͏ͳଟ༷ੑਪਐͷ؍͔ΒɺߦһͦΕͧΕ͕ੜ׆ελΠϧՁ؍ʹ߹ΘͤͯϫʔΫɾϥΠ

ϑɾόϥϯεΛ࣮ݱͰ͖ΔΑ͏ɺಇ͖ํɾٳΈํͷվળʹߦ֤͚ͨͷऔ͕ॏཁͱͳΓ·͢ɻ

͜͏ͨ͠ঢ়گͷͱɺํۜۀߦքͰʮً͘ঁੑͷ׆༂ΛՃ͢Δۜ಄औͷձʯͷൃͱߦಈએ

ߴӡػΈํͷվળʹର͢Δٳ༂ਪਐͱͦͷલఏͱͳΔಇ͖ํɾ׆ͷੑঁͯ͛ڍքΛۀͷൃදɺݴ

·͖͍ͬͯͯ·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳۀքͱͯ͠ͷऔ͍෩ͱͭͭ͠ɺ֤ߦʹɺޙࠓͷํۜۀߦͷ

ɺൃలΛԼ͑͢ࢧΔಇ͖ํɾٳΈํվળʹ͚ɺऔΛਐΊ͍ͯ͘͜ͱ͕ظ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ํ͕ۜߦಇ͖ ɾํٳΈํͷ
վળʹऔΓΉҙٛ



地方銀行編

3

事業環境の変化

優秀な人材の確保

働き方・休み方の改善による

働きやすい職場の実現

各行の成長

さらなる地域社会への貢献へ！

女性や専門人材の活用

中途採用者の積極的活用

研修・自己啓発の必要性

定着率の向上／生産性の向上

地方銀行を取り巻く環境変化と働き方・休み方改善の関係（イメージ）

新たな金融サービスの提供

コンサルティング能力の必要性

働き方・休み方改善ハンドブックについて
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改善のための「４つの体系」と「８つの取組項目」
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VISION
Ϗδϣϯ

 ͦͷ̍ɿํɾඪͷ໌֬Խ

Check
νΣοΫ

 ͦͷ̔ɿ࣮ଶѲɾཧ

System
γεςϜ

 ͦͷ̎ɿվળਪਐͷମ੍ͮ͘Γ

 ͦͷ̏ɿվળଅਐͷ੍Խ

 ͦͷ̐ɿվળଅਐͷϧʔϧԽ

Action
ΞΫγϣϯ

 ͦͷ̑ɿҙࣝվળ

 ͦͷ̒ɿใఏڙɾ૬ஊ

 ͦͷ̓ɿࣄͷਐΊํվળ

４体系・８項目

1. Vision
長時間労働の抑制や年次有給休暇の取

得を促進する上で、働き方・休み方の改

善に取り組む意思を、「会社や部署の方

針」として行員に対し明確に示すことが

大切です。

2. System
会社や部署の方針・目標に沿って実効

性ある取組を進めるために、長時間労働

の抑制や年次有給休暇の取得促進を推

進するための体制や制度、ルールを整え

る必要があります。

3. Action
社員の働き方・休み方に関する行動を変

えるには、情報提供や研修などにより、

社員自身およびその上司の仕事に対する

考え方や休暇に関する意識の変革を促す

とともに、取引先との関係を含め、仕事

の進め方を見直すことが重要です。

4. Check
個々の社員の労働時間や年次有給休暇の

取得状況を「見える化」し、社員本人や

その上司、会社が把握することで、より

一層の改善の取組を進めやすくなります。
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